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目的： 

帝王切開による分娩は、乳児の腸内微生物叢の多様性に影響を与え、乳児の機能性便秘を含む消化器疾患と関連している可

能性がある。本研究では、分娩方法と生まれた子どもの 3 歳時点の機能性便秘との関連を検討した。 

 

方法： 

71,878 組の親子を対象とし、生まれた子どもの 3 歳時点の機能的便秘の有無と分娩方法との関連を検討した。便秘の評価は、

ローマⅢ診断基準に従って判定した。ロジスティック回帰分析でオッズ比および 95％信頼区間を算出した。 

 

結果： 

本研究では、12.3％の子どもに 3 歳時点で機能性便秘が認められ、経膣分娩で生まれた子どもでは 12.1％、帝王切開で生まれ

た子どもでは 13.1％が機能性便秘であった。ロジスティック回帰分析の結果、帝王切開で生まれた子どもは経膣分娩で生まれた

子どもに比べて、機能性便秘である割合が高かった（調整オッズ比：1.064、95％信頼区間：1.004～1.128）。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究より、分娩方法は生まれた子どもの 3 歳時点の機能性便秘に影響する可能性が示唆された。本研究の限界点としては、

予定帝王切開と緊急帝王切開を区別していないこと、出産後のデータを追跡できなかったなどの理由で約 22.7％の参加者が解

析から除かれたこと、複数の共変量を用いたものの調整しきれなかった他の要因が存在する可能性があること、などが挙げられ

る。 

 

結論： 

帝王切開で生まれた子どもは、経膣分娩で生まれた子に比べて、3 歳時点で機能性便秘を有する可能性が高いことが明らかに

なった。 

 


